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正主セイシユを廢スてかねたる納牙阿ナヤアの恩賞


　又マタ 成吉思 合罕チンギス カガンは、納牙阿ナヤアに宣ノリタマはく「失兒歌禿シルゲト 翁オキナ（卷五の失兒古額禿 翁）は、阿剌黑アラク、納牙阿ナヤアなる子コどもと、[卽スナハチ]汝等ナンヂラと、塔兒忽台 乞哩勒禿黑タルクタイ キリルトクを我等ワレラの處トコロに拏トラへて來クる時トキ、路ミチにて忽禿忽勒クトクルの隅スミに到イタりて、そこに納牙阿ナヤア 言イハく「正主セイシユの君キミをいかで廢スてて拏トラへて往ユかん、我等ワレラ」と云イひて、廢スてかねて放ハナして遣ヤりて、失兒歌禿シルゲト 翁オキナは阿剌黑アラク、納牙阿ナヤアなる子コどもと來キて、そこに納牙阿 必勒只兀兒ナヤア ビルヂウル（必勒只兀兒は、雲雀なり。納牙阿の號か）言イハく「正主セイシユの君キミを塔兒忽台 乞哩勒禿黑タルクタイ キリルトクを手テに掛カけて來キぬるに、却カヘツて廢スてかねて放ハナして遣ヤりて、我等ワレラは、成吉思 合罕チンギス カガンに力チカラを與アタへんと來キぬ。その君キミを手テに掛カけて來キなば、「正主セイシユの君キミを手テに掛カけたる人ヒト、久後ユクスヱいかんぞ倚信イシンせられん、此等コレラの[人ヒト]」と云イはれんと云イひき。その君キミを廢スてかねたり」と云イへば、そこに「正主セイシユの君キミを廢スてかねたる理ワケは、大オホイなる道理ダウリを思オモひけり」とて、彼等カレラの言コトバを善ヨしとして「一ヒトつの句當コウタウを委ユダねん」と云イひき。






右左中の萬戶バンコ


今イマ 孛斡兒出ボオルチユに右手ミギテの萬戶バンコを知シれ（知シらし
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